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今年 3 月に研究室を旅立つ修了生から、「今、研究室の後輩に伝えたいこと」、「都市工学専攻・都市デザイン研究室での経験が今後の都市に対する立ち位置に与
えた影響、その経験を今後どのように活かしていきたいか」というテーマで、メッセージをもらいました。さらにそれぞれが、学部・大学院在籍中に関わった都
市を地図上にプロットしてもらいました。写真はオレンジで囲んだ都市における１枚です。

今年度春　修了生からの置き手紙

TEXT_MUNENO/M2

　6 年前に東大に入学した際には都市に 4 年半も向き合うとは思ってい
なかった。それがいろいろとあって、都市工に進学することになったが、
それでも最終的には軍隊という部分に自分の大学生活は帰着した。
　なぜ軍隊に自分が魅力を感じるのか、ということを何年か前に考える
ことがあった。もちろん単純に格好良いとかそうした理由もあるが、現
実主義でなければならないという部分が大きいように思う。（そうでな
いことも往々にしてあるが）理想論では戦えない。現実を起点に緻密に
組み立てる、そんなところに自分の性もあいまって軍隊に引き込まれて
いった。
　都市工で得た最大のものは、そんな現実主義も理想をもたなければ何
にもならないという気付きだと思う。「課題解決型」と呼ばれる日本の
都市計画のもとで生み出された日本のまちは必ずしもうまく行っている
とは言えない。とはいえ、単なる理想を語るのは自分にとって楽しくな
いし、うまく描くこともできない。そんな現実と理想のはざまで、2 年
前に宮城先生から「遠投力」というキーワードをいただき、現実を起点
に未来を描いても良いと気づくことができた。
　卒論や修論で扱った軍港都市の物語もそうした現実と理想のはざまに
あって、現実をその基盤におきながら理想に向かって歩みを止めない
人々の営みであったように思う。
　遠くにボールを投げるには、まず土台をしっかりさせる必要がある。
都市と向き合い始めてまだ 4 年半、まともな土台が組みあがるにはも
う少し時間がかかりそうですが、たまにはボールを試し投げしながら社
会人として進んでいきたいと思います。

佐鳥蒼太朗

理想高き現実主義者へ

昨年の 8 月の現地調査の際に撮った呉の写真。呉には
何度も行ったが、そのたびに違う表情を見られて楽しい。
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　都市とは他者である。都市の理想を描き、発信することは大切だが、
それは対話でなければならない。理想が自己満足となり、他者を消費す
ることがあってはならない。しかし臆病になり過ぎてまちに入り込むこ
とができなければむしろ理解を得られない。このバランス感覚が都市と
いう他者の生活に踏み込む人間には必要だ。
　言葉にしてしまえば当たり前のことだが、実際に演習や PJ で都市に
アプローチするときはかなり苦労した。自分がこのことを初めて自覚し
たのは学部 4 年のオムニバス演習だった。対象地の浪江に対して自分
が何をできるのか、何かを提案したところでそれは自己満足ではないか
と不安になった。
　ところで、自分が都市工学科を選択したのは「鉄道が地域にとって好
ましいものであってほしい」という個人的な理想の実現手段として都市
を選んだからだ。今でもこの理想は変わらないし、演習も卒業 / 修士研
究もこの理想の実現手段の模索機会として利用した。しかし、自分が都
市工で得たものは鉄道にアプローチする手段としての都市ではなく、む
しろ都市やそこで生活する他者にアプローチする手段としての鉄道であ
る。個人的な想いと社会的意義の擦り合わせとも言える。これからは鉄
道事業者の立場から鉄道にアプローチすることになるが、鉄道運営が目
的の組織においても鉄道はあくまでも他者の生活のための手段である。
自身の理想と他者の尊重のバランス感覚の重要性に実感を伴って気付く
ことができたのは、研究室で現地に関わる機会を得たからこそであり、
そうした機会を与えてくださった皆様に感謝申し上げたい。ありがとう
ございました。
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應武遥香

他者の生活を描くとき

小高 PJ でお手伝いしている空き地活用。まちの風景をつくる
喜びと他人の人生に干渉する責任を知った。
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　入学当初、「都市デザイン」とは都市全体をデザインする少し欲
張りなものだと思っていました。それに対して、「復興デザイン」
とは何をデザインすることだろう？と今一つ想像できていなかった
です。この漠然とした問いのもと、私は東日本大震災の漁村復興を
テーマとした修士研究に取り組みました。そして、この問いに対す
る自分なりの答えは、2 年間で深まる部分もあるなか、全体として
は発散してしまったようにも思います。修士研究を通して、被災地
にこれから暮らす方々の意見を一つの空間デザインとしてまとめる
ことと、その空間を復興のなかで実現していくことは全く違う課題
をもっていることがみえてきました。印象的だったのは、行政の方
へのヒアリングのなかで、「都市や建築の専門家が入ったことで、
住民の復興に対する期待だけ高まってしまった」というお話でした。
対象地の多くの復旧・復興工事が完了していませんでしたが、集落
の跡地を見たときは、要望図（復興計画にあたるもの）との乖離は
たしかに感じました。今思うと、復興デザインがいかに「単純なも
のではない」ということが分かるまで、冒頭の問いに向き合えたこ
とが私の自信につながっていると思います。「復興」が元よりも良
い都市をつくることなら、ここで、手と頭を止めず、これからも地
域の方々と現状を整理し、デザインし続けることが必要だと感じて
います。プロジェクトを通して、この連続するプロセスこそが「都
市デザイン」なのではないかと考えるようになりました。なので、
これからも対象地と関わり続けることを、この場を借りてみなさん
と約束したいと思います。

砂川良太

「都市デザイン」と「復興デザイン」
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家串での一枚。漁港前の作業小屋は漁師さんの飲み会部屋
でもあり、こうした空間が人と人を近づけると実感。

　外部から来た私が一番最初に驚いたのは、周りの「自分の思考を言語
化する能力の高さ」です。当然ですが、都市デザインは建築より広い範
囲を扱い、多様な利害関係者が発生するため、準じて提案をする際にそ
れが単なる思いつきや個人の好みではなく、いかに理に適ったものであ
るかが追求されます。学部時代から数多くの演習やコンペを経験してき
た彼らにとって、論理を組み立て言語化するスキルが磨かれてきたんだ
ろうなと感じました。そんな私ですら、約 1 年この環境にいたためか、
就活の面接の際に「自分の言葉で表現できている」と評価してもらいま
した。後輩たちには、この環境にいることに自信を持つとともに、先生
方や同期の使うフレーズや表現力に意識を傾け、より一層洗練してもら
いたいと思います。
　さて、私は今春よりゼネコンに就職します。当初からデベロッパー
やゼネコン業界の就職を考えていました。一方で、研究室に在籍した 2
年間で主に触れたのは、いわゆる不動産開発ではなく公共空間活用でし
た。それは①供給者ではなく利用者目線としてこのテーマに魅力を感じ
ていたこと、② 2019 年のマガジン 4 月号で宮城先生が「ヴォイドから
発想して都市を考える」と仰っていたことに大きく起因します。プロジェ
クトと修論を合わせると、道路・都市公園・河川敷地という 3 つの公
共空間の活用を検討できたことには非常に満足しています。言うまでも
なく、容積率という飴に釣られて床を積み上げる時代は既に終焉してい
ます。これらの経験は、ゼネコンという業界においても決して無視し得
ない領域と考え、自分の中で財産としたいです。

西野一希

外から来た私が
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M1 の 2 月に研究会メンバーで視察した福岡市の水上公園。
従来の” 公園らしさ” を覆すシンボリックな様相。
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　ついに置き手紙を書く順番が回ってきました。しかし、いざ書こ
う思ってもなかなか筆が進まないことに気づかされます。考えてい
ること、感じてきたことはいろいろあります。ただそれを文章とい
う形でまとめることは非常に難しい。読む・書くという習慣をつけ
ずにここまで来てしまったツケでしょう。
　一方で、伝えたいことを文章以外の様々な形で表現する術は、都
市工で学んだと胸を張って言えるものです。学部の演習から修士論
文に至るまで、都市工生活のあらゆる場面で、多角的な伝え方を考
えさせられました。そして考えることが好きでした。
　都市は、生活者の集合体だと思います。そしてその生活者の多く
は、都市全体を良くするにはどうすればいいか、みたいな鳥の目的
視点は持っていないのではないでしょうか。自分も、もし都市工に
進学していなかったら都市全体のことなんて考える機会はなかった
はずです。都市工学を専攻し都市デザイン研究室で学んだ自分は、
本来ならもっと空間のデザインから都市に関わるべきなのかもしれ
ませんが、しばらくは生活者に「こういう視点もありますよ」とい
うことを伝えることに専念したいと思います。
　最後に自戒も込めて「今、後輩に伝えたいこと」を書くと、読む・
書く習慣もそうですが、締切は大切にしましょう。今、自分は締切
を過ぎてこの置き手紙を書いています。もはや毎回ですが、本当に
申し訳ありません。ただ、迷惑をかけっぱなしの自分のような人を
( たぶん ) 許し助けてくれるのはこの研究室のよさだと思います。
まだ見ぬ後輩も含め、やさしさに溢れたデザ研ライフをお送りくだ
さい。

沼田康佑

長く短い都市工生活を終えて

銭湯に行くのは地元の生活を知るうえで助けになるし、
あついお湯に浸かって無になる時間は最高です。
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　「何をデザインする人になるか？」という問いをいつも自問自答してい
る。今の自分が即座に回答できないのは少し悔しいが、都市デザインに関
わる人には極めて大切なことだろう。この問いを持てたこと自体が建築学
科からデザ研に移って得た大きな気づきの 1 つかもしれない。
　僕は建築も広場も橋も水辺も植物も人も、総じて都市が好きだけれど、
全ての形を自分で考えることは出来ない。都市デザインとは、空間の形態
や見え方だけでなく、素材やつくり方、出来上がった後の管理や使い方、
あらゆる主体の巻き込み方など重要な要素がいくつもオーバーラップする
ことでより良いものを目指すことではないだろうか。実際にデザ研のプロ
ジェクトで、空間が「動く」瞬間を目の当たりにし、「動かす」ための種
を撒いたり、「動いた」後にそのプロセスや方法論を分かりやすく伝える
など、色々な体験をできたことで、そんなことに気づいたのだろう。
　メンバーで構想した空間を使いこなす人々を見つけたり、巻き込むこと
が出来たことは研究室に入っての成功体験だと思う一方で、自分はどの部
分をデザインすることが出来たのだろうかと思うと、自信をもってこれ
だ！と言えないのが心残りである。
　「何をデザインする人になるか？」という問いを自分も考え続けなけれ
ばいけないわけだが、後輩の皆さんには研究室にいる間にこの問いを心に
留めて、プロジェクトや仕事、研究に打ち込んでみて欲しい。最後に中島
先生のお言葉を借りると、いつか自分のやってきたことが繋がって行先が
見える時が来る、そんな明るい未来を胸に抱き共に頑張りましょう。

⑤

PJに参加した2年半前にはあまり見られなかったが、数年で屋外空間を使いこなす人々が増え
た

松本大知

何をデザインする人になるか？
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PJ に参加した 2 年半前にはあまり見られなかったが、
数年で屋外空間を使いこなす人々が増えた。

TEXT_MUNENO/M2



URBAN DESIGN LAB. MAGAZINE

5

　修士生活を振り返ると時期によって学んだことも違ったように感じ
る。一年目はプロジェクトに多く参加したので、昨年度に卒業した
OB/OG も多く指摘していた、都市とのリアルな関わりを得る機会が多
いというデザ研の特徴を最大限体験することができて、都市を見る基盤
を養えたと思う。ただ、プロジェクトが設定する課題の対応にとどまっ
てしまい、自分の独自性を出すまでは至れなかったと反省している。逆
に 2 年目以降はプロジェクトに関わる機会がほとんどなくなってしまっ
たが、その代わりに研究や留学先の活動で「自分」を中心に置くことが
主体となる活動が多くなった。修士一年目含めて、いままで受身がちで
あったので、いかに主体的に自分の立ち位置を確保するかに苦労したこ
とが強く印象に残っている。ここはまだ今後の課題でもあると感じてい
るので、社会に出た後の宿題として取り組んでいきたい。
　人は新しい何かと相対したとき、今まで自分が蓄えてきた知識や経験
を物差しのように使用して、相対的に判断していくのではないかと考え
ている。修士生活は全体的に多様な環境に身を置けて、かつ生きた情報
に多く触れられたことで、この人生の物差しを養えた時間だったことが
財産だったように思う。そう考えると、反省はあれど広くいろいろな取
組みに挑戦してみるというアプローチも悪くなかった。
　海外留学中に研究室、特に学生とのつながりを維持できなかったのが
心残りだが、逆にこのコロナによるオンラインの普及が追い風となって
研究室ネットワークが広がっていくのではないかと期待しているので、
後輩にはぜひ挑戦していただけると嬉しい。

山口智佳

修士生活をふりかえって
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　自分が立っていたい場所はどこなのか。それがほんのすこしだけ見
えて、少なくとも今はここで良さそうだと思えたことが、修士の２年
間での大きな収穫です。この２年間は、他分野の人とコラボする機会
に恵まれました。まずは建築意匠系の友人とコンペに挑みました。彼
らがこの数年で身につけた力を心底尊敬した一方で、それだけではダ
メだと、視野を広くして新築する建築と既存のまちが相互に与える影
響を検証したり、提案内容を利害関係者みなに伝わるよう筋道立てて
説明する立場が確実に必要で、それが自分のやりたいことだと強く感
じました。次に交通解析を専門とする人たちと展示を企画しました。
ここでは、伝えたいことを１つの展示物にまとめる力や、受け手に訴
えかけられるよう図式化する力は、誰もが身につけているものではな
いことに気づきました。また、シミュレーションは過去の傾向から将
来を予測するもので、全く新しい空間を提案したときには、それによ
る人の行動変容を示すことは困難です。都市の空間を使うのが人間で
ある以上、最終的に価値を判断するのは人間であるべきで、その判断
をする立場の必要性は揺るがないと強く感じました。都市デザインの
専門性は非常にわかりにくいものですが、それを身につける正攻法が
ないからこそ、稀有なものなのではないでしょうか。これまでに都市
を見てきた視点、空間体験、人との関わり等、その人自身の生き様が
専門性を構築していると感じます。立ち位置はここで絶対的に正しい、
なんて思えることは生きている限りなく、その時、ここでがんばって
みようと思った場所でがんばり、また悩んでの繰り返しなのだと思い
ます。ただ、その悩みを理由にその時にいる場所でがんばりきれない
のだとしたら、それはただの言い訳になります。そのことを肝に命じ
て、少しずつ進んでいこうと思います。

宗野みなみ

確かにあるけれどわかりにくい専門性
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埼玉県川口市
西川口地区

スタ
ジオ

修論

PJ

修論

卒論

修論

輪講

東京都新宿区
西新宿

卒論

東京都台東区
吉原

授業

卒制
富山県富山市
PJ

PJ

東京都台東区
池之端仲町

PJ

広島県福山市
鞆地区

PJ
神奈川県

横須賀市田浦

授業

修論 オーストリア
首都ウィーン

WS 中国 杭州

中国 大連

三国祭の曳き山車巡行前日の様子。各々の家が提灯を
取り付け、お祭りに向けてまち全体がそわそわしています。

M1 時の研究室旅行では旧満州に遠征し大連部分の資料と
旅程プラン検討を担当。当時の内容は是非マガジンを！
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　昨年秋に博士課程を修了された濵田さんと、修士課程を修了された Tatis さんに、研究室に向けたメッセージをいただきました。

今年度秋　修了生からの置き手紙

　都市工に入った初日、「観察者」として都市を見ることを知りました。都市を学
ぼうと志す以前、私は都市に暮らしながらも、自分の主観のみで都市を捉えていま
した。しかし、法制度などの客観的枠組みや他者の目線を通して俯瞰的に都市を捉
えると、毎日見る都市が全く異なるものに映ったことを記憶しています。研究室で
は、プロジェクトや研究の対象地をはじめ多くの地域が実際に動く場面に立合い、
数多の人々やまちの「物語」を聞く機会を頂きました。この経験が都市を見る視点
や感性の素地となり、複雑な都市についての理解を深められたと思います。長く過
ごした都市デザイン研究室は、年々メンバーが入れ替り変化しつつも、積層された
歴史の中でその「物語」や都市への特有の感性が継承される、一つのまちのような
存在だと思っています。後輩の皆さまがどのような「物語」を紡がれるのか、大変
楽しみにしております。

濵田愛

都市と人の「物語」を辿って

修論のご縁で、毎年台東区のお祭りに参加
させていただき、別の視点から都市空間や
コミュニティを学びました。

Before coming to Japan my perspective towards the city was 
somewhat more limited, something like a machine that we need to 
maintain for its proper functioning but my experience both in Urban 
Engineering and in the laboratory made me see that the city is more 
like a living being.  It has a personality and it is constantly changing. 
It is more than streets and buildings, it is culture, it is experiences, it 
is history, our present and future. It is part of us and we are part of 
it. I would like to return to my country and share my experience for 
the public to engage more in urban matters and continue building 
more humane cities.

Tatiana Tatis

Our Cities are alive

This photogtraph left an impression because een when facing 
adversity people find the way to enjoy life.

Although I’ve spent only two and a half years in the Urban Design Laboratory, 

what I have gained needs to be savored for the rest of my life. The 

inclusiveness of our lab has created individual diversity. My excellent partners 

with various skills are able to combine their interests with the practical issues 

related to the city, so as to get innovative thinking. This motivated me to think 

and try boldly. I feel honored to be involved in a bunch of interesting activities 

related to the city. In the Japanese-style Machizukuri practice, the accumulation 

of small movements can bring substantial results, which brought me a great 

sense of accomplishment. Besides, in the process of bottom-up urban renewal, 

I have observed many local people who are enthusiastic about shaping their 

living space. All these practices have deepened my understanding of the role 

of urban planner. The Urban Design Laboratory and the entire department 

provided numerous platforms for us to practice and allowed us to re-recognize 

ourselves in attempts time after time: our preferences, our roles, and our goals. 

So I treasure this period of life so much. Finally, I would like to thank the three 

professors in our laboratory. Their profound erudition and amiability will be 

engraved in my mind.

Miao Siran

Remolding Self Cognition In Practice

This Picture taken in the summer of 2018 records a traditional ceremony in 
Fujiyoshida Fire Festival. The belief in Mt. Fuji has been well inherited locally. 
The grand parade shows the local people's love for traditional culture.

福島県南相馬市
小高区

千葉県浦安市
元町地区広島県福山市

鞆地区

神奈川県鎌倉市

PJ

福島県双葉郡
浪江町

PJ

演習 広島県呉市
中心市街地

富山県富山市

愛媛県西予市
野村町中心市街地

東京都豊島区
東池袋

修論

千葉県
我孫子市・柏市

手賀沼周辺

PJ

PJ

スタ
ジオ

スタ
ジオ

宮城県気仙沼市
唐桑地域

東京都台東区
池之端仲町

愛媛県愛南町
家串

修論

千葉県
我孫子市・柏市

手賀沼周辺

PJ

PJ

スタ
ジオ

福岡県福岡市

千葉県
我孫子市・柏市

手賀沼周辺

東京都江東区
清澄

大阪府大阪市
西区

研究
会

東京都台東区
池之端仲町

PJ

PJ

演習

千葉県我孫子市・柏市
手賀沼周辺

千葉県柏市
柏駅周辺

東京都
西東京市

PJ 修論

東京都板橋区
高島平

PJ

バイト

スタ
ジオ

福井県坂井市
三国湊地区

山梨県富士吉田市
上吉田地区

東京都文京区
本郷・根津

愛媛県八幡浜市
中心市街地

PJ 修論

東京都大田区
新田丸地区

PJ

PJ

スタ
ジオ

スタ
ジオ

愛媛県内子町

研究室
旅行

京都府京都市
中心部

京都府宇治市
中宇治

東京都豊島区
東池袋

東京都新宿区
西新宿

修論

富山県富山市

PJ

PJ

スタ
ジオ

卒制

山梨県富士吉田市
上吉田地区

東京都豊島区
東池袋地区

PJ

埼玉県川口市
西川口地区

スタ
ジオ

修論

PJ

修論

卒論

修論

輪講

東京都新宿区
西新宿

卒論

東京都台東区
吉原

授業

卒制
富山県富山市
PJ

PJ

東京都台東区
池之端仲町

PJ

広島県福山市
鞆地区

PJ
神奈川県

横須賀市田浦

授業

修論 オーストリア
首都ウィーン

WS 中国 杭州

中国 大連

TEXT_MUNENO/M2
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應武　今年一年、フルオンラインでの活動でしたけど、どうでしたか？

宗野　マガジンでイベントを企画して、それについて取り上げることが多
かったよね。去年の編集長指名の時に、マガジンでイベント企画したいよ
ねと話していたけど、オンラインで開催だからハードルが下がった。

應武　研究室活動もオンラインになったことで、マガジンでの企画が研究
室内のイベントとして結果的に大事になっていた気がする。

宗野　博士論文を読む企画は研究的にもよかった。マガジンの企画を皮切
りに、自主ゼミみたいに定期開催化するのも面白いかも。

西野　去年も研究室メンバーでラフな研究雑談会をしようという話はあ
がっていたし、過去にもあったのだと思う。だけど、研究室によっぽど行
動力がある人がいてくれないとなかなか実現しないんだなと思う。今年度
は図らずともマガジン編集部という肩書き、大義名分によってそのような
役割を果たせたんじゃないかなと。

應武　マガジン編集部以外から企画持込があっても良いかも。現状、マガ
ジン編集部が閉じている。研究室全体の中でマガジンが使えるようになれ
ばいいな。

西野　一方でミーティングは盛り上がりに欠けたよね。

宗野　オンラインだと相手のモチベーションとかが見えにくくて、どこま
でコメントしていいのか、どこまで求めていいのかがつかめなかった。オ
フラインミーティングをもっと早い段階でやっておけばよかった。

應武　一度オフラインでやっておくと、温度感が分かりやすいよね。PJ
で実感したけど、その後のオンラインミーティングもやりやすくなった。

オンライン化とマガジンの役割、限界

今年度はオンラインでの活動が主だったマガジン編集部。コロナ禍
の研究室でマガジンが果たした役割とは。オンライン化の中でマガ
ジンは今後どうあるべきか。2 年間を振り返りながら語り合った。

▲今年度マガジン編集部が研究室内部で企画したイベント

應武　ピンタレストを使うと良いとか、カラーパレットの探し方とか、デ
ザインに関してミーティングの中で情報共有することが大事かも。ミー
ティングの中で事例を見ながら、具体的にアドバイスするのも良いかもね。

宗野　私は内容重視。どこに何を配置して、どんな表現をするかまで考え
るのは好きだけど、その後のグラフィックデザインに時間をかけるまでの
やる気は出ないかも笑

應武　少なくとも読みやすさは追及して、編集部の中で指摘し合えたら。

西野　そうね、余白の取り方とか強弱の付け方とか。

編集後記　－編集部座談会

マガジンの作り方

宗野　ミーティングと言えばマガジンで重視すべきポイントについて。内
容については指摘しやすかったけど、紙面デザインにどこまで求めるか、
特に他の人に対してデザインについてどこまで指摘していいのか、がわか
らなかった。

應武　各個人のモチベーションが分からないから言いづらいよね。

西野　良いのか悪いのか分からないけど、僕は内容よりデザインがモチ
ベーションだった。だから重視したい。
どんなこだわりを持ってどんなツール使った？僕は個人的に 5 月号はデ
ザインに力を入れたし気に入ってるけど、個々のパーツをみると他所のデ
ザインのオマージュ。PJ で作ったブックレットとか、永野先生のデザイ
ンとか、ピンタレストとか。

掲載号 企画名 概要

vol.294 今、都市の未来を見つめて
with/after コロナ社会を見据えての
都市を考えるトークセッション

vol.297 研究お悩み相談ラジオ
研究に関するお悩みを先生方にぶつ
けるラジオ企画

vol.298 都市デザインの蓄積
博士論文を一人一本読み、発表し合
う自主ゼミ

vol.299 変わる私、変わる都市 南千住、京島、月島を巡る散歩企画
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vol.293　傍の一齣に心を留めて TEXT_NISHINO/M2

都市工学生が観る With Corona 社会
　言うまでもなく、With Corona 社会において、都市のあり様は大きな変容
を遂げている。我々都市工学を専修する者は、自らの行動変化のみならず、
都市を客観的かつ俯瞰的に観察し、そのあり方を捉え、考える義務があるの

ではないか。ここでは、With Corona 社会・After Corona 社会について都
市工学専攻の学生（B3-M2 生）を対象に行なった Web アンケート（有効回
答数：52）の結果をまとめた。

公園は街路（昼間）に比べ、更に人が「平常時
より多い」との回答が多く占めた。室内施設を
閉ざされた市民の受け皿となっているのだろう。

昼間の街路は、人が「平常時より多い」の回答
も多く見られた。実際、サラリーマンや学生
に加え、家族連れが歩く姿を多く目にする。　　

夜間になると人が「平常時より多い」の回答は
皆無であり、もとより「ほとんど外出していな
い」という回答も多く見られた。

高頻度でのリモートミーティングには否定的な
声も多く、対面で議論することの価値は代え難
いものなのだと考えられる。

リモートでの授業参加には積極的な声が多い。
特に１限や他キャンパス講義への参加ハードル
が下がったことは大きなメリットであろう。

滞在目的の公園緑地や水辺空間の需要の高さは想
定内であったが、運動できる公園緑地を求める声
が想像より大きな割合を占めた。

ここに挙げた以外にも、
たくさんの記述を頂い
た。私が感じているのは
自宅内部で複数の用途空
間が欲しいということ。
ただし、都心で複数の部
屋を持つ物件は、1 人暮
らしの学生には到底手の
届くものではない。住宅
内部のワンルームにおい
て、1 日単位での「可塑
性」が求められるような
気がしている。

自宅付近の公園における人の多さは
平常時と比べてどう感じますか

自宅付近に不足している or 無くて
最も欲しいと思うものはなんですか

自宅付近の街路における人の多さは平常時と比べてどう感じますか（昼間 / 夜間）

After Corona 社会におけるリモートワークについてどう思いますか（ミーティング / 授業）

編集部が選ぶ " 傍の一齣 "
　怱怱たる日常にあっては、かえって身近な風景が疎遠になっていたという
人も少なくはないだろう。現在、公共交通を用いた外出が自粛される中で、
自宅付近を逍遥する機会が増加し、その風景に目を向け新たな気付きを覚え

る良い契機となっているのではなかろうか。ここでは、当マガジン編集部員
が選んだ、身近な風景の一齣を紹介する。

散歩する家族連れの姿。以前は公
園には子ども、街路にはジョギン
グをする大人、スーパーには主婦
とお年寄り夫婦、が恒例であった
が、この頃は公園にも街路にも
スーパーにも、家族単位で訪れる
姿が多い。（M2 宗野）

近所を散歩中の一場面。建てづ
まった各家から緑が豊かに溢れ出
し て い る。Social distancing の
一方、挨拶や近況報告をしあって
おり、積み上げられてきたご近所
付き合いの重要性を感じた。（M1 
鈴木）

橋上から臨む train view。生活機
能の集積から駅付近を立ち寄るこ
とはあれど、鉄道そのものを目に
する機会は大きく減った。日々の
喧騒にあっては厭忌されがちな列
車の走行音すら、今となっては愛
おしい。（M2 西野）

ニュータウンから一歩出ると、そ
こには市街化調整区域の長閑な田
畑が広がる。幼い頃にこの道で野
兎を追いかけた思い出が、都市住
民としては実は貴重なものだった
と気付いた。（M2 應武）

ここ五年間ほぼ実家に居ず、こうやって
アモイで散歩できるのを嬉しく思う。こ
こは沙坡尾というところで、元々民家は
壊される予定だったが、住民の反対によ
り保存された。現在は若者が経営するカ
フェやギャラリーになっている。旅行者
が少ない沙坡尾は久しぶりだ。（M1 陳）

Q.2

Q.3

Q.1

Q.4

平常時より多い
(34%)

平常時と同じくらい
(29%)

平常時より少ない
(4%)

公園に行かないので
わからない (33%)

ゆったりできる
公園緑地 (29%)

運動できる
公園緑地 (23%)

ゆったりできる
水辺空間 (23%)

運動できる
水辺空間 (4%)

その他 ... 娯楽施設、ジム等
(21%)

平常時より多い
(21%)

平常時より少ない
(40%) 平常時と同じくらい

(27%)

ほとんど外出していないので
わからない (12%)

ずっとリモートで
行いたい (8%)

積極的にリモートで
行いたい (29%)

たまにリモートで
行いたい (50%)

ずっと直接会って
行いたい (13%)

平常時より多い
(0%)

平常時より少ない
(46%)

平常時と同じくらい
(17%)ほとんど外出していないので

わからない (37%)

ずっとリモートで
参加したい (27%)

積極的にリモートで
参加したい (40%)

たまにリモートで
参加したい (25%)

ずっと直接教室で
参加したい (8%)

With Corona 社会の都市の変化やリモートワーク、また After Corona 社会の都市のあり方について、自身の所感や考えを自由に書いてくださいQ.5

0               500           1000 km

0                   10                 20 km

距離を取る意識から人を気にするよう
になり、近所の人の顔や行動を記憶で
きるようになった

住宅の間取りは変わりそう。自分も寝
室（生活空間）と zoom で見られても
良い書斎のある部屋を分けたい

ニュータウンは普段都市的な刺激が少
なく物足りなかったが、今は豊かな歩
行者ネットワークや自然のおかげで快
適に生活ができている

経済活動の多様化に伴って地方に人口
流動した場合、各行政の都市計画が迅
速に対応できるかで、自治体間に大き
な差が生まれるのではないか

公共交通利用が大きく減少すれば、民
営独立採算モデルからの転換が迫られ
る。加えて、「移動を増やすことが活動
を増やすこと」という前提が崩れ、交
通を巡る見方も変わってくるのでは

単純業務の意思疎通は問題ないように
感じる。ただリモートだと雑談しにく
く、言動以外の人の反応を見づらいと
いう点で窮屈にも感じる

通り抜けに使う地下街や商業施設が多
くあり、それらが閉まると移動に困る

全ての本や資料が手元にあるので参照
しやすい

ドタキャンしても相手の損失が少ないか
らか、集まりが流れる確率が高まった

お茶を飲んだり一時的に離席したり、
リラックスして受講できる

スーパーのピークタイムが変化している

With Corona リモートワーク After Corona

皆さんご協力頂き、
ありがとうございました！

福建省 アモイ

さいたま市

北区 荒川区

豊島区

品川区

白井市

横浜市

コロナ下のご近所付き合い

埼玉県庁前の「TOKYO 2020」の
フラッグ。大きな期待が寄せられ
ていた夢の祭典は延期が確定し、
もはや皆の意識の埒外となったよ
うに思われる。心なしか、曇り空
にはためく姿が虚しく感じられ
た。（M1 藤本）

民族の祭典

近所のポケットパーク。遊具に
は「KEEP OUT」のテープ。この
ような状況下では仕方ない措置な
のだろうが、憩いの場であり、子
供たちの居場所である公園・パブ
リックスペースのあり方を考えさ
せられた。（M1 河﨑）

閉ざされた居場所

"非日常 "の鉄道風景

自然、低密 -崖下の再発見

道路側から見える小さな門を入る
と、コンパクトながら竹林や桜、
松の木が植えられ、住宅街から切
り離された異世界に入ったような
感覚になる。癒しを与えるオープ
ンスペースが公園だけではないこ
とに気づかされる。（M1 松坂）

住宅街の中の異世界

港の変貌

活動「単位」の変化

▲紙面デザインにもこだわった vol.293

應武　でも今は紙ではなくて電子媒体で読んでいる人が大半だよね。オン
ライン化の進行もあって。

宗野　いっそ電子媒体での読みやすさを追求して pdf 形式にこだわらず
に、web magazine みたいなブログ形式にすると記事をカテゴリーごとに
表示して検索しやすくできたり、メリットも大きいよね。

應武　でも紙面を全部廃止するのは少し抵抗があるよね。とりあえずペー
ジ制限は撤廃しても良いのかも。

宗野　電子媒体で読むことを想定するようになったからか、ここ 2年く
らいで内容も外向きになったかな。特に今年はマガジンで企画したオンラ
インイベントに建築や土木の学生とか都市に関わる社会人の方とかも参加
してくれたし、facebook でマガジンのページを作ったことで先生の知り
合いの方にもリーチするようになった。読んでくれる人の範囲が少し広く
なったよね。

應武　編集長挨拶でも書いたけど、マガジンは誰に向けて何を伝える媒体
かをいつも意識していた。マガジンは始まりは社内報みたいな内向きのも
ので、研究室の他のメンバーが何をやっているのか知ることを目的に始
まったけど、去年か今年からは研究室外の人が読んでも面白いものを目指
し始めたかな。外向きと言っても「デザ研に関心のある人」程度の外向き
かなと思っているけど。

宗野　もっと外向きにすると、例えばある再開発を取りあげて、それに対
する評価を書くとかかな。ここまで外向きにする必要はないと思うけどね。

西野　でも宗野が書いた 11 月号の晴海フラッグに対する評論とかは面白
かった。一般的な事例に対してデザ研メンバーが切り込むコーナーはメイ
ンでなくとも定期的にあると面白い。

TEXT_OTAKE/M2
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だなと。でもフォーマルな場では優等生になりすぎる側面がある。プライ
ベートで垣間見えるお茶目な一面が滲み出てくると、人間味があってもっ
と面白い記事になるんじゃないかなと思う。

應武　藤本君はまちあるきのフィールド選定に個性を感じた。オフライン
の企画は貴重で、楽しかった。

宗野　まちあるき企画は、はじめは学部での設計対象地などを今見たらど
う感じるか、それぞれの成長を見てみようというものだったけど、清澄は
まちあるき済みと言うことが発覚してから苦労していた印象。藤本君の都
市への視点を通したまちの姿みたいなものを見てみたい！マガジンにそれ
を落とし込んでぜひ発信してほしい。自分ではまちあるき先としてなかな
か選ばない場所だったので、発見が多く楽しかったです。

西野　「都市の記録者になりたい」と言っていた時なんと奥深い人間なん
だと感じた。来年度の主担当号も個人的に楽しみにしておきたい。
松坂君とは学部が同じ学科だったけど、まずはこうやって編集部に入って
くれたことが素直に嬉しかった。

應武　紙面が校正の中でグッと読みやすくなった印象。読みやすいデザイ
ンに持って行くのは今後も頑張ってほしい。

宗野　10 月号の博論企画で同期に対して重めのお願いをしたと思うけど、
そこで遠慮せず企画をやり遂げたのはすごいと思った。優秀にまとめてい
る印象なので、自分の本当の興味みたいなものを担当号のテーマにして見
てほしいし、そんな記事を読んでみたい！
CHENさんはまず圧倒的なデザインセンス。そして OBOG を巻き込む行
動力と企画力がすごかった。

應武　12 月号で英語版を作ってもらえたのは新たな試み。留学生 OBOG
と対談する機会もなかなか無かったので面白い企画だったな。

宗野　自身の疑問が主担当のテーマに反映されていたよね。ミーティング
できちんと同期に指摘ができるのも良かった。

西野　中島先生のイラストがつぼだった笑　遊び心をデザインに反映でき
る人は編集部に中々いなかった。

應武　担当者の色が出た記事を今後も書いていってほしいですね。

反省と学んだこと

後輩への期待 ▲ここ 2 年間で唯一の英語版である vol.300。かわいらしいイラストも
好評だった
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Urban Planning & Design Dialogue
- Discuss about the Current Situation and Future of Urban Planning with Foreign OB/OG -

In the December number of the Lab Magazine, we invited CHI san (Vietnam) 
and FU san (China) ,who got their PhD. at the University of Tokyo, to join a 
session with Nakajima sensei. We found that both Vietnam and China are 

facing the changing period of Urban Planning.  Let’s have a look at these 
issues they are facing now, and figure out how they tried to deal with it by 
applying the knowledge they’ve learned from Urban Design Lab and Japan.

TEXT_CHEN/M1

Introduction of the GuestsIntroduction of the Guests

Q 1.Q 1.
I have been working as a lecturer in Vietnam for almost ten years.
I am now the president of the University of Civil Engineering(Vietnam), instructing undergraduate, graduate and doctoral students in the 
Department of Urban Planning in NUCE.

C

FAfter graduating from the University of Tokyo, I worked as a project researcher with Nishimura sensei in Japan for a year and a half. Then 
I returned to Hangzhou (China), which is my hometown and the location of my PhD thesis. I am currently a lecturer in the Department of 
Original and Urban Planning of Zhejiang University, while also continuing my study of urban history.
In addition, I got the chance to work as a visiting scholar at Seoul National University in Korea from 2018 to 2019.

The Current WorksThe Current Works
The main contents of their current work on Urban Planning & Design/Research interests/Recent concerns on Urban Planning, life.

Q 2.Q 2. The Current State of Both Nations in Urban Planning & DesignThe Current State of Both Nations in Urban Planning & Design
Topics on top-down & bottom-up issues/the relationship between Urban Planning and Conservation/ Urban Design and Urban Planning

The urban planning landscape in Vietnam is undergoing transformation in recent years. Consequently, the research works and lectures on 
urban planning are also changing. 
Besides teaching, we are going to research with the government, while trying to make an impact on government policies.

C

China is also experiencing a significant transformation in the field of Urban Planning. Ministry of construction might lose its power in the 
future, with the authority shifting to the Ministry of Natural Resources.

F

CHI san mentioned that their current work has a very strong relationship with national policy. 
I think the relationship between universities and the government might differ from country to 
country. That kind of top-down methodtop-down method is not very common in Japan. 
What kind of project and works are your lab and students doing now?

Our students are trying to implement effective and innovative means of urban planning by working with the government, while 
working with the community as well.

C

I agree with you. I think the balance between working with the national government and local community is very important.N

N  = DR. Naoto Nakajima C  = DR. Le Qutnh CHI F  = DR. Shulan FU  = StudentsS

應武　編集長になってどうすればいいのか分からないまま一年を過ごして
しまった。どうだった？笑

宗野　應武さんの場合はプロジェクトマネージャー的な立場かな。他の人
を引っ張っていくというよりはメンバーがやりたいことをやって、スケ
ジュールとかをまとめる感じだった。都市デザイン研究室が個々に重きを
置いているから、自然だったよ。可能性として、自分の色を編集部の色と
して強く打ち出す編集長像もあったかもね。

應武　M1 に対してどう振る舞えばいいのかも分からなかったな。力不足
で申し訳ない。

宗野　最低限主担当と副担当の関係をもっと作れれば良かったね。内容に
ついて議論するとか、企画を一緒にやるとか。

應武　 自 分 達 が 学 ん だ こ と は ど ん な こ と？ 自 分 は 紙 面 デ ザ イ ン か
な。読みやすいレイアウトを作るために、他の人から意見をもらう機会が
たくさんあった。

宗野　マガジンを利用して自分のやりたいことを突き詰めるスタンスを先
輩から学んだ。そういう機会を後輩に作れなかったのは反省かな。

應武　自分の意見をもっと表現できると面白いよね。マガジンは比較的自
由に自分の意見を発信できる稀有な場だから利用してほしい。

西野　担当号のテーマ選びに思想があるといいのかな。社会に対して斜め
から切り込む視点とか、メッセージ性が伝わるもの。

應武　7 月の浦安号は浦安 PJ が節目を迎えるという個人的な理由で作っ
た。去年の 7 月号は副担当だったけど、あれも自分が都市工学専攻のアイ
デンティティを見失っていたから研究室メンバーに相談しただけ笑　きっ
かけがないとちょっと聞きづらい疑問を他の人にぶつける機会にマガジン
を利用した。
こういうマガジンを利用して自分のやりたいことを突き詰めるスタンスを
もっと後輩に伝えられれば良かったな。対談企画、編集後記、コラムを活
用するのも手。

西野　ある意味最近これがあったからこういうテーマにしないといけな
い、みたいな形が固定化され過ぎているのかもしれない。あとは秘めたる
思いや主張はあるけど、単純に遠慮と恥ずかしさが障壁となっているとか。

宗野　もっと利用した方がいい。自分のやりたいことをマガジンを利用し
てやるくらいの気持ちで書いた記事の方が面白い。

應武　他の人も自分から言わないだけで、質問すれば色々出てくると思う。
自分の意見を書くだけでなくて、他の人と議論する場にも使ってほしい。
ミーティングの場でも、内容の校正だけでなくて「このときどう思った？」
みたいに個人の意見を掘り起こす議論もできたら良かったね。

應武　河崎君はデザインがかっこいい、卒制から引き続き。

宗野　企画・編集・デザイン・期限までに間に合わせる力のバランスが取
れている。総合型。

應武　宇治 PJ が始まるに当たって 8 月号では宮城先生にインタビューし
ていたけど、これは PJ にとっても大切なのでは？個人的な関心の追求に
マガジンを使えていた。

西野　マガジンに限らずだけど、自らが手がける作品はこだわり抜き、そ
れを大切にきちんと発信する姿勢は一貫しているのかなと感心した。

應武　鈴木君は 1 月号でスタジオについて他の研究室の人とディスカッ
ションしていたのが面白かった。成果物からは見えづらいそれぞれの考え
とか、悩みとかをマガジンを使って拾えていたと思う。

宗野　行動力がある。企画して実行するまでのフットワークが軽い。

西野　彼の人柄・責任感があってこそだよね。だから周りも付いてくるん

POSTSCRIPT

　私の心に残っている記事がある。2019 年 2 月号だ。例年 2 月号では
卒業研究・修士研究について先生方にコメントをいただくが、当時 B4
だった私の卒業制作もその一つだった。学生ひとりひとりがこうした形
で先生方からフィードバックをいただけることに驚いた記憶がある。こ
の記事が卒業制作に悔いが残っていた自分を奮い立たせ、修士研究で
も同じテーマに取り組むことを決意させた。マガジンに力をもらったの
である。自分がその年の 4 月にマガジン編集部に入った背景にはこの
経験があった。
　マガジン制作は研究室メンバーや先生方、研究室外の方のお力添え
の上で成り立っている。この場を借りて感謝申し上げます。様々な方々
のご協力のもと、私たちが作ってきた記事、企画したイベントは誰かの
心に残っただろうか。都市デザイン研究室マガジンが何かを生み出す
糧となり、誰かの力になれれば幸いである。そして何より、担当者には
楽しんで書いていってほしい。（M2 應武）

編集長の
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